
CHECK LIST

備考No チェックチェック項目

1 原状回復・B工事の範囲と面積がミエルカされている

3 査定書の費用根拠が明確に説明できる

2 施工体制、管理体制が明確化されている

4 実績を査定依頼者に実名で開示できる

5 非弁行為の対策ができている

6 費用対効果が見込める　※原状回復発注金額＋コンサル報酬で見る

7 コンサル会社に遅延損害金の保証がある
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